

























































2019 年 1 月 8日掲載承認
日本中世の街道交易伝承と「関」（中）
－『吉次祠堂記』を参照しつつ －
A Folklore of Highway Trade and Checkpoints in Medieval Japan（Volume Two）: 
With Reference to Kichiji-Shidoki





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































※「社会イノベーション研究　第 13 巻　第 1号」（成城大
学社会イノベーション学会　2018 年）所収。
1）宋代の陸庵善卿〈1098 ～ 1100〉の撰になる字典。禅
宗関係の書籍から熟語 2400 語を抜き出し，典拠を示し，
注釈を施した書籍。
2）龍猛（龍樹），龍智は真言祖師の初祖と二祖にあたるイ
ンド僧で，空海が将来した唐画の『真言五祖像』に加え
るために，その善無畏と金剛智の両画像にならって，日
本で新図された（ブリタニカ国際百科事典）。
3）巡検使。江戸幕府の臨時職員。幕領・私領巡視して，
その政情，民状を復命させるために，派遣した役人。五
代将軍綱吉のころから将軍代替わりごとに特派された。
4）「吉次和讃」なるものが白河の皮篭集落に伝えられてい
る。
吉次和讃
一、吉次吉内吉六が　義経様のお供して
奥州街道往来する　金の砂をば運ぶとや
二、馬の背中に皮籠を　ならぶ足なみかろやかに
この一団を待ち伏せる　小阪峠の雨の中
三、やみ夜の中のたいまつに　弓矢のひびきときの声
長範一味がおそいくる　あわれや吉次兄弟は
四、刀の傷うけはうように　流れにのどをうるおさん
息たえだえの虫の音に　橋のたもとに伏せにけり
五、なぞのことばもきれぎれに　みつばうつきの下にあ
り
南無八幡の現われて　主君の戦　果たせしか
六、義経様よ御無事でと　両の手合せ願うかな
念願かないて判官は　兄頼朝をたすけんや
七、吉次の霊は皮籠の　吉次八幡大菩薩
里の栄えの守り神　幾年伝え語られん
068
社会イノベーション研究
昭和四十九年八月吉日
吉次墓地改修記念　　白坂山観音寺　中光作
白竜会長　佐藤　セン　寄贈
5）上田正昭『記紀論究』（塙書房・1972）。上田氏は，語
り部論をなすに当たり，伝承の問題を歴史家の立場から
追究していられる。肯うべきである。
6）中西進『旅に棲む―高橋虫麻呂論―』（中公文庫・
1993）
